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本ガイドブックを手にされた方は「わいＹボード」って何？とまず

思われたのではないかと思います。「わいＹボード」とは、「パネルシ

アターで使用する P ペーパーを使った、対話・プロセス重視のワーク

ショップ支援ツール」で、保育者、行政（山梨県総合県民支援局 男

女共同参画・多様性推進課）と研究者（多文化教育・保育／美術表現・

造形教育／栄養学・食育／あそび・保育環境、保育方法）が現職の保

育者等の知見も得ながら協働して考え出したものです。なお、パネル

シアターではＰペーパーで作成しパネルボードに貼り付けるものを

「絵人形」といいます。

「わいＹボード研修」に興味をおもちの山梨県内の保育施設には、

本ガイドブック、パネルシアターボード 1 枚、Ｐペーパー 8 枚が山梨

県の担当部署より配布されます。これらを活用して、まず、「わいＹボー

ド研修」を始めてみてください。そして、あなたの園に合った展開を

試行錯誤していただきたいと願っています。参加者としては、園の管

理職の皆様、保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園保育教諭等）

の皆様、保護者の皆様、幼児の皆様等を想定しています。イラストの

苦手な方には画像生成 AI の活用方法についても説明いたします。

まず大切なのは「多文化共生保育」をどう捉えるか、ということです。

山梨県では、乳幼児期から国籍や民族等の違いに触れ、互いに尊重す

る心を育てていくため、保育所等における保育士等の多文化共生への

理解促進、保育士等多文化共生ネットワークの構築、及び通訳等の派

遣により、「やまなし国際保育推進事業」が実施されています。保育

士等の多文化共生への理解促進の一貫として 2024（令和 6）年度及

び 2025（令和 7）年度に「山梨県国際保育推進研修」が行われました。

当初、2025（令和 7）年度の研修は「国際保育を推進する絵本づくり」

を目指してスタートする予定でした。前年度第４回の研修で絵本のテー

マを検討した結果、次に挙げる①②③の３つに内容が絞られ、受講者

の皆さんによる協議の結果③が選ばれました。

①「食」：外国につながりのある保護者・乳幼児向け。食に関する違い
やマナーについて実際に困った例などを取り上げる

②「日本の保育施設（以下、園と表記）の紹介」：外国につながりのあ
る保護者向け。入園を希望する乳幼児の保護者に、園での一日の過
ごし方や保育理念などについて、わかりやすく紹介する

③「多文化への気づき」：保育者向け。保育者自身が、違いを知ること、
柔軟になる必要性を感じるような内容にする

「多文化への気づき」のために、山梨県国際保育推進研修の講師陣

及び山梨県担当者で構成される山梨県「わいＹボード」研修推進プロ

ジェクトチーム（以下、YBPT）は、多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能

力」が重要だと考えています。

まず、「知識」について 3 点挙げたいと思います。第 1 は「社会は

変化している」という知識です。AI に代表される Society5.0（人間中

心の社会／「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転換）や、社会

やビジネスにとって未来の予測が難しくなる状況（VUCA）を生き抜

いていく乳幼児が､ 人生 100 年時代をどう過ごしていくかという観点

から、知識注入型ではなく、これからは、状況に応じた柔軟な姿勢が

求められているという認識です。第 2は「多様な文化についての知識」

です。様々な人々が生活しているこの地球上の様々なことば、ことば

の背景、子育ての考え方・方法、習俗、習慣等について、敬意をもっ

て理解することです。また、国境を越えた移動や国際結婚等、現代は「日

本人」「外国人」と、もはや二項対立では捉えられないということが「見

える」時代であるという認識も必要となります。第 3 は「多様な文化

と出会うことにより文化は豊穣化する」という認識をもつことこそ重

要であるという知識です。「異文化間教育の研究として多くの蓄積が

ある海外・帰国子女教育の実践をみると、『同化』『統合』、そして『共生』

の流れを読み取れる」（佐藤郡衛、1999、p.19）と整理する佐藤氏は、「同

化」を A（マジョリティの文化）＋B（異質な文化）→A、「統合」を A

＋B→A＋B、「共生」を A＋B→C と説明し、「共生」を「文化的異質

性を相互豊穣化の契機にするものであり、異質との共存をはかるため

に、マジョリティの文化そのものが変容する A＋B→C」とその重要性

を指摘しています。多様な乳幼児や保護者にとって居心地のよい園は

どの子・保護者にとっても居心地のよい園です。A＋B→C の C とい

う新しい文化の生成、文化の豊穣化が重要であるということが異文化

間教育で課題となっているということを「知識」としてお持ちいただ

きたいのです。

次に「感性」についてですが、多文化共生保育では、ある事象に出会っ

た際、その事象の理解をひとつに固定せずに、ああかもしれない、こ

うかもしれない、といかに柔軟に物事を捉えることができるか、そし

て、様々な事象を肯定的に受け止めることのできる感性が重要です。

考えることを果てしなく楽しめる発想絵本『りんごかもしれない』（ヨ

シタケシンスケ、2013、ブロンズ新社）の「○○かもしれないの世界」

や、『ええやんそのままで』（トッド・パール、2008、エルくらぶ）

のどんな人も肯定し、多様性を認め合うことの大切さに触れると、多

文化共生保育で育みたい感性を実感していただけると思います。

さてここで「知識」と「感性」を具体化する「能力」について考え

てみましょう。それは、私が所属する園ではこのようなきまりがある

のはこういう理由からだ、自分がこうしたり、こう考えたりするのは

このような理由からだ、日本で靴を脱いで家の中に入るのはこの様な

理由から、このような歴史があるからだ等、異なる生活様式をもつ人々

に自分がなぜそうしているのか客観的に説明することができる能力で

す。すなわち、自文化を主観からのみで捉えるのではなく、相対化し、

言語化してそれを他者に伝える能力が大切となってきます。と同時に、

あなたがそうするのは○○だからですね、と共感的に受容する、そし

て、あなたのやり方と私のやり方は同じではない、ではどうしましょ

うか、と相互に敬意をもちながら調整していく能力が必要となります。

多文化共生をテーマにした絵本の制作の検討を進める中で、絵本は

物語の構成や結末が固定されやすく、作り手の価値観が一方向的にな

りがちという懸念がありました。また、多様な視点を交わす「対話の

余白」や、当事者の声を柔軟に取り入れることが難しいという課題も

浮かび上がりました。

そこで、「読む・聞く」よりも「対話する・考え合う」プロセスを
重視することに重きを置きました。加えて、当事者のニーズに応じて
現場で柔軟にアレンジ・完成できる仕組みが、より実践的であると判
断しました。この考えをもとに、対話型支援ツール「わい Y ボード」

の構想は見えてきたのですが、その多文化共生保育支援ツールの愛称

をどうするか悩みました。ワイワイガヤガヤ意見交換をしながら研修

が進む中、「ワイワイボード」と一旦は決まりそうになったのですが、

多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。

１．はじめに：「わいＹボード研修」のめざすもの
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考えることを果てしなく楽しめる発想絵本『りんごかもしれない』（ヨ

シタケシンスケ、2013、ブロンズ新社）の「○○かもしれないの世界」

や、『ええやんそのままで』（トッド・パール、2008、エルくらぶ）

のどんな人も肯定し、多様性を認め合うことの大切さに触れると、多

文化共生保育で育みたい感性を実感していただけると思います。

さてここで「知識」と「感性」を具体化する「能力」について考え

てみましょう。それは、私が所属する園ではこのようなきまりがある

のはこういう理由からだ、自分がこうしたり、こう考えたりするのは

このような理由からだ、日本で靴を脱いで家の中に入るのはこの様な

理由から、このような歴史があるからだ等、異なる生活様式をもつ人々

に自分がなぜそうしているのか客観的に説明することができる能力で

す。すなわち、自文化を主観からのみで捉えるのではなく、相対化し、

言語化してそれを他者に伝える能力が大切となってきます。と同時に、

あなたがそうするのは○○だからですね、と共感的に受容する、そし

て、あなたのやり方と私のやり方は同じではない、ではどうしましょ

うか、と相互に敬意をもちながら調整していく能力が必要となります。

多文化共生をテーマにした絵本の制作の検討を進める中で、絵本は

物語の構成や結末が固定されやすく、作り手の価値観が一方向的にな

りがちという懸念がありました。また、多様な視点を交わす「対話の

余白」や、当事者の声を柔軟に取り入れることが難しいという課題も

浮かび上がりました。

そこで、「読む・聞く」よりも「対話する・考え合う」プロセスを
重視することに重きを置きました。加えて、当事者のニーズに応じて
現場で柔軟にアレンジ・完成できる仕組みが、より実践的であると判
断しました。この考えをもとに、対話型支援ツール「わい Y ボード」

の構想は見えてきたのですが、その多文化共生保育支援ツールの愛称

をどうするか悩みました。ワイワイガヤガヤ意見交換をしながら研修

が進む中、「ワイワイボード」と一旦は決まりそうになったのですが、

多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。
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本ガイドブックを手にされた方は「わいＹボード」って何？とまず

思われたのではないかと思います。「わいＹボード」とは、「パネルシ

アターで使用する P ペーパーを使った、対話・プロセス重視のワーク

ショップ支援ツール」で、保育者、行政（山梨県総合県民支援局 男

女共同参画・多様性推進課）と研究者（多文化教育・保育／美術表現・

造形教育／栄養学・食育／あそび・保育環境、保育方法）が現職の保

育者等の知見も得ながら協働して考え出したものです。なお、パネル

シアターではＰペーパーで作成しパネルボードに貼り付けるものを

「絵人形」といいます。

「わいＹボード研修」に興味をおもちの山梨県内の保育施設には、

本ガイドブック、パネルシアターボード 1 枚、Ｐペーパー 8 枚が山梨

県の担当部署より配布されます。これらを活用して、まず、「わいＹボー

ド研修」を始めてみてください。そして、あなたの園に合った展開を

試行錯誤していただきたいと願っています。参加者としては、園の管

理職の皆様、保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園保育教諭等）

の皆様、保護者の皆様、幼児の皆様等を想定しています。イラストの

苦手な方には画像生成 AI の活用方法についても説明いたします。

まず大切なのは「多文化共生保育」をどう捉えるか、ということです。

山梨県では、乳幼児期から国籍や民族等の違いに触れ、互いに尊重す

る心を育てていくため、保育所等における保育士等の多文化共生への

理解促進、保育士等多文化共生ネットワークの構築、及び通訳等の派

遣により、「やまなし国際保育推進事業」が実施されています。保育

士等の多文化共生への理解促進の一貫として 2024（令和 6）年度及

び 2025（令和 7）年度に「山梨県国際保育推進研修」が行われました。

当初、2025（令和 7）年度の研修は「国際保育を推進する絵本づくり」

を目指してスタートする予定でした。前年度第４回の研修で絵本のテー

マを検討した結果、次に挙げる①②③の３つに内容が絞られ、受講者

の皆さんによる協議の結果③が選ばれました。

①「食」：外国につながりのある保護者・乳幼児向け。食に関する違い
やマナーについて実際に困った例などを取り上げる

②「日本の保育施設（以下、園と表記）の紹介」：外国につながりのあ
る保護者向け。入園を希望する乳幼児の保護者に、園での一日の過
ごし方や保育理念などについて、わかりやすく紹介する

③「多文化への気づき」：保育者向け。保育者自身が、違いを知ること、
柔軟になる必要性を感じるような内容にする

「多文化への気づき」のために、山梨県国際保育推進研修の講師陣

及び山梨県担当者で構成される山梨県「わいＹボード」研修推進プロ

ジェクトチーム（以下、YBPT）は、多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能

力」が重要だと考えています。

まず、「知識」について 3 点挙げたいと思います。第 1 は「社会は

変化している」という知識です。AI に代表される Society5.0（人間中

心の社会／「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転換）や、社会

やビジネスにとって未来の予測が難しくなる状況（VUCA）を生き抜

いていく乳幼児が､ 人生 100 年時代をどう過ごしていくかという観点

から、知識注入型ではなく、これからは、状況に応じた柔軟な姿勢が

求められているという認識です。第 2は「多様な文化についての知識」

です。様々な人々が生活しているこの地球上の様々なことば、ことば

の背景、子育ての考え方・方法、習俗、習慣等について、敬意をもっ

て理解することです。また、国境を越えた移動や国際結婚等、現代は「日

本人」「外国人」と、もはや二項対立では捉えられないということが「見

える」時代であるという認識も必要となります。第 3 は「多様な文化

と出会うことにより文化は豊穣化する」という認識をもつことこそ重

要であるという知識です。「異文化間教育の研究として多くの蓄積が

ある海外・帰国子女教育の実践をみると、『同化』『統合』、そして『共生』

の流れを読み取れる」（佐藤郡衛、1999、p.19）と整理する佐藤氏は、「同

化」を A（マジョリティの文化）＋B（異質な文化）→A、「統合」を A
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性を相互豊穣化の契機にするものであり、異質との共存をはかるため

に、マジョリティの文化そのものが変容する A＋B→C」とその重要性

を指摘しています。多様な乳幼児や保護者にとって居心地のよい園は

どの子・保護者にとっても居心地のよい園です。A＋B→C の C とい
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の構想は見えてきたのですが、その多文化共生保育支援ツールの愛称

をどうするか悩みました。ワイワイガヤガヤ意見交換をしながら研修

が進む中、「ワイワイボード」と一旦は決まりそうになったのですが、

多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。
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【手順 7】
手順 6 での話し合いの道筋がつき始めたら、パネル
シアターボードを使用し、四等分して 4 つの場面を
設定する。
右のQRコードまたは　　　から、これをＰペーパー
でプリントアウト、あるいは同様のものを手描きす
ると 4場面の枠を簡単に作ることができる。
各場面での気づきや様子をＰペーパーに文字や手描き又は画像生成 AI
でイラストをかき、パネルシアターでいう「絵人形」を作成する。
なお、下のQRコードまたはリンクから「絵人形」例が参照できる。

「わいＹボード研修」の世界へようこそ。多文化共生保育を考える

第一歩はまず文化の多様性に「気づく」ことです。さあ、気づいたら

あなたはもう多文化共生保育推進者の仲間入り。「気づき」を豊かな「知

識」「感性」「能力」に発展させていきましょう。

多文化共生保育に関わる「知識」「感性」「能力」の育成に近づく方

法はいろいろあります。幼児には紙芝居や絵本も効果的でしょう。し

かし、それぞれの園の多文化的状況は様々です。ある園には効果的な

ストーリーの題材や展開も別の園にはそれほど当てはまらないという

ケースも考えられます。そこで、あなたの園独自の題材や展開を手が

かりにして自由に進められるよう YBPT が推奨するのが「わいＹボー

ド」です。

詳しくは「３．『わいＹボード研修』の進め方（1）全体的な進め方」

をご覧いただきたいのですが、わいＹボードはパネルシアターで用い

られるパネル布とＰペーパーを用いて、４コマ漫画のイメージ（１コ

マ目はテーマに関する園での実例場面 、２コマ目は乳幼児の家庭の

事情を聞いてみる場面、３コマ目は乳幼児の意見や保護者の考え方並

びにその理由を出し合う場面、４コマ目はではどうするのか良いかみ

んなで意見を出し合う場面）で進めていきます。

わいＹボードは、多文化保育の現場で活用可能であり、外国につな

がりのある乳幼児・保護者・保育者が対話や参加を通して活用でき、

- 6 -
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できる対応などを話し合う
場面 3・4：考えられる方法や対応、気づき（知らず知らずの内にあ
る自分の中の「日本の常識」的な固定観念等も含む）を共有する。

【手順 6】
手順５で情報が集まった後、各グループで 4 場面（場面 1～ 4）をど
う構成するか意見交換（付録のワークシートに記入）

困りごとやニーズに応じて、各園で柔軟にアレンジして作り上げてい

くという特徴をもっています。制作においてプロセスを重視し、制作

過程で多文化保育の課題発見や相互理解と尊重の態度を育成します。

また、期待される社会への貢献としては、多様なニーズに応じた支援

ツールの開発により、すべての乳幼児にとって安心・安全な保育環境

の促進が期待されます。さらに、当事者参加型・対話的アプローチに

よる多文化保育の「わいＹボード研修」は保育者の学びを中心に据え

た研修モデルとして学術的・実践的に大きな一歩を踏み出すものです。

【手順 8】
各グループが「絵人形」を貼りながら発表する。

【手順 9】（手順 8の発表後余力があれば）
各グループの発表内容について、発表を見た人の意見や感想をどんど
ん「絵人形」にして追加で貼る。
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シアターボードを使用し、四等分して 4 つの場面を
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右のQRコードまたは　　　から、これをＰペーパー
でプリントアウト、あるいは同様のものを手描きす
ると 4場面の枠を簡単に作ることができる。
各場面での気づきや様子をＰペーパーに文字や手描き又は画像生成 AI
でイラストをかき、パネルシアターでいう「絵人形」を作成する。
なお、下のQRコードまたはリンクから「絵人形」例が参照できる。

「わいＹボード研修」の世界へようこそ。多文化共生保育を考える

第一歩はまず文化の多様性に「気づく」ことです。さあ、気づいたら

あなたはもう多文化共生保育推進者の仲間入り。「気づき」を豊かな「知

識」「感性」「能力」に発展させていきましょう。

多文化共生保育に関わる「知識」「感性」「能力」の育成に近づく方

法はいろいろあります。幼児には紙芝居や絵本も効果的でしょう。し

かし、それぞれの園の多文化的状況は様々です。ある園には効果的な

ストーリーの題材や展開も別の園にはそれほど当てはまらないという

ケースも考えられます。そこで、あなたの園独自の題材や展開を手が

かりにして自由に進められるよう YBPT が推奨するのが「わいＹボー

ド」です。

詳しくは「３．『わいＹボード研修』の進め方（1）全体的な進め方」

をご覧いただきたいのですが、わいＹボードはパネルシアターで用い

られるパネル布とＰペーパーを用いて、４コマ漫画のイメージ（１コ

マ目はテーマに関する園での実例場面 、２コマ目は乳幼児の家庭の

事情を聞いてみる場面、３コマ目は乳幼児の意見や保護者の考え方並

びにその理由を出し合う場面、４コマ目はではどうするのか良いかみ

んなで意見を出し合う場面）で進めていきます。

わいＹボードは、多文化保育の現場で活用可能であり、外国につな

がりのある乳幼児・保護者・保育者が対話や参加を通して活用でき、
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場面 1・2：文化の違いを理解し合う、尊重し合うための方法、園で
できる対応などを話し合う
場面 3・4：考えられる方法や対応、気づき（知らず知らずの内にあ
る自分の中の「日本の常識」的な固定観念等も含む）を共有する。

【手順 6】
手順５で情報が集まった後、各グループで 4 場面（場面 1～ 4）をど
う構成するか意見交換（付録のワークシートに記入）

困りごとやニーズに応じて、各園で柔軟にアレンジして作り上げてい

くという特徴をもっています。制作においてプロセスを重視し、制作

過程で多文化保育の課題発見や相互理解と尊重の態度を育成します。

また、期待される社会への貢献としては、多様なニーズに応じた支援

ツールの開発により、すべての乳幼児にとって安心・安全な保育環境

の促進が期待されます。さらに、当事者参加型・対話的アプローチに

よる多文化保育の「わいＹボード研修」は保育者の学びを中心に据え

た研修モデルとして学術的・実践的に大きな一歩を踏み出すものです。

【手順 8】
各グループが「絵人形」を貼りながら発表する。

【手順 9】（手順 8の発表後余力があれば）
各グループの発表内容について、発表を見た人の意見や感想をどんど
ん「絵人形」にして追加で貼る。



【手順 7】
手順 6 での話し合いの道筋がつき始めたら、パネル
シアターボードを使用し、四等分して 4 つの場面を
設定する。
右のQRコードまたは　　　から、これをＰペーパー
でプリントアウト、あるいは同様のものを手描きす
ると 4場面の枠を簡単に作ることができる。
各場面での気づきや様子をＰペーパーに文字や手描き又は画像生成 AI
でイラストをかき、パネルシアターでいう「絵人形」を作成する。
なお、下のQRコードまたはリンクから「絵人形」例が参照できる。
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「わいＹボード研修」は１回の研修時間に長短があっても構いませ
ん。準備するものと研修の手順は次の通りです。

【準備するもの】
1）県から配布されたパネルシアターボード 1枚
2）県から配布されたＰペーパー 8 枚　※必要に応じてＰペーパーは
適宜補充してください

3）Ｐペーパーにイラストや文字をかく筆記具　※ポスカ、太めのマー
カー等

4）（画像生成 AI を活用する場合）パソコン又はスマホ
5）（画像生成 AI を活用する場合）プリンタ

【手順 1】
ガイドブックの pp. 2 - 5 に目を通す

【手順 2】
右のQRコードまたは　　　から実践例を参照する

【手順 3】
4～ 8 名程度のグループに分かれて、保育場面でのエピソードを自由
に話し合う
（例：身につける衣類、身につけるもの、食事場面、におい、ことば等々）

【手順 4】
グループごとにテーマを決定する

【手順 5】
テーマに関する情報や基礎的知識の収集

　（文献、ネット検索、観察、インタビュー等）

場面 1・2：文化の違いを理解し合う、尊重し合うための方法、園で
できる対応などを話し合う
場面 3・4：考えられる方法や対応、気づき（知らず知らずの内にあ
る自分の中の「日本の常識」的な固定観念等も含む）を共有する。

【手順 6】
手順５で情報が集まった後、各グループで 4 場面（場面 1～ 4）をど
う構成するか意見交換（付録のワークシートに記入）

３．「わいＹボード研修」の進め方 (1) 全体的な進め方

【手順 8】
各グループが「絵人形」を貼りながら発表する。

【手順 9】（手順 8の発表後余力があれば）
各グループの発表内容について、発表を見た人の意見や感想をどんど
ん「絵人形」にして追加で貼る。

実践例リンク

https://x.gd/oiP4f


【手順 7】
手順 6 での話し合いの道筋がつき始めたら、パネル
シアターボードを使用し、四等分して 4 つの場面を
設定する。
右のQRコードまたは　　　から、これをＰペーパー
でプリントアウト、あるいは同様のものを手描きす
ると 4場面の枠を簡単に作ることができる。
各場面での気づきや様子をＰペーパーに文字や手描き又は画像生成 AI
でイラストをかき、パネルシアターでいう「絵人形」を作成する。
なお、下のQRコードまたはリンクから「絵人形」例が参照できる。
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場面 1・2：文化の違いを理解し合う、尊重し合うための方法、園で
できる対応などを話し合う
場面 3・4：考えられる方法や対応、気づき（知らず知らずの内にあ
る自分の中の「日本の常識」的な固定観念等も含む）を共有する。

【手順 6】
手順５で情報が集まった後、各グループで 4 場面（場面 1～ 4）をど
う構成するか意見交換（付録のワークシートに記入）

＜場面 1＞ ＜場面 2＞

＜場面 3＞ ＜場面 4＞

【手順 8】
各グループが「絵人形」を貼りながら発表する。

【手順 9】（手順 8の発表後余力があれば）
各グループの発表内容について、発表を見た人の意見や感想をどんど
ん「絵人形」にして追加で貼る。



【手順 7】
手順 6 での話し合いの道筋がつき始めたら、パネル
シアターボードを使用し、四等分して 4 つの場面を
設定する。
右のQRコードまたは　　　から、これをＰペーパー
でプリントアウト、あるいは同様のものを手描きす
ると 4場面の枠を簡単に作ることができる。
各場面での気づきや様子をＰペーパーに文字や手描き又は画像生成 AI
でイラストをかき、パネルシアターでいう「絵人形」を作成する。
なお、下のQRコードまたはリンクから「絵人形」例が参照できる。

「わいＹボード研修」の世界へようこそ。多文化共生保育を考える

第一歩はまず文化の多様性に「気づく」ことです。さあ、気づいたら

あなたはもう多文化共生保育推進者の仲間入り。「気づき」を豊かな「知

識」「感性」「能力」に発展させていきましょう。

多文化共生保育に関わる「知識」「感性」「能力」の育成に近づく方

法はいろいろあります。幼児には紙芝居や絵本も効果的でしょう。し

かし、それぞれの園の多文化的状況は様々です。ある園には効果的な

ストーリーの題材や展開も別の園にはそれほど当てはまらないという

ケースも考えられます。そこで、あなたの園独自の題材や展開を手が

かりにして自由に進められるよう YBPT が推奨するのが「わいＹボー

ド」です。

詳しくは「３．『わいＹボード研修』の進め方（1）全体的な進め方」

をご覧いただきたいのですが、わいＹボードはパネルシアターで用い

られるパネル布とＰペーパーを用いて、４コマ漫画のイメージ（１コ

マ目はテーマに関する園での実例場面 、２コマ目は乳幼児の家庭の

事情を聞いてみる場面、３コマ目は乳幼児の意見や保護者の考え方並

びにその理由を出し合う場面、４コマ目はではどうするのか良いかみ

んなで意見を出し合う場面）で進めていきます。

わいＹボードは、多文化保育の現場で活用可能であり、外国につな

がりのある乳幼児・保護者・保育者が対話や参加を通して活用でき、

場面 1・2：文化の違いを理解し合う、尊重し合うための方法、園で
できる対応などを話し合う
場面 3・4：考えられる方法や対応、気づき（知らず知らずの内にあ
る自分の中の「日本の常識」的な固定観念等も含む）を共有する。

【手順 6】
手順５で情報が集まった後、各グループで 4 場面（場面 1～ 4）をど
う構成するか意見交換（付録のワークシートに記入）

困りごとやニーズに応じて、各園で柔軟にアレンジして作り上げてい

くという特徴をもっています。制作においてプロセスを重視し、制作

過程で多文化保育の課題発見や相互理解と尊重の態度を育成します。

また、期待される社会への貢献としては、多様なニーズに応じた支援

ツールの開発により、すべての乳幼児にとって安心・安全な保育環境

の促進が期待されます。さらに、当事者参加型・対話的アプローチに

よる多文化保育の「わいＹボード研修」は保育者の学びを中心に据え

た研修モデルとして学術的・実践的に大きな一歩を踏み出すものです。

【手順 8】
各グループが「絵人形」を貼りながら発表する。

【手順 9】（手順 8の発表後余力があれば）
各グループの発表内容について、発表を見た人の意見や感想をどんど
ん「絵人形」にして追加で貼る。
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4 場面の枠

お弁当がテーマの
「絵人形」例
（　　　　）

お弁当がテーマの
「絵人形」例

（　　　　　／図1参照）

リンク

実写版 イラスト版

https://yamanashiprefgov-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/fukasawa-bwcd_pref_yamanashi_lg_jp/IQByQ1xJsdH5R7uZ0GLUg3VfAWRTs7zhxmk_S7xOO5Ua-so?e=hxskz4
https://yamanashiprefgov-my.sharepoint.com/:i:/g/personal/fukasawa-bwcd_pref_yamanashi_lg_jp/IQDr5Mvqh_LPTbL3sa3emQLpAULs5BuMAwlNfwojuAQAirA?e=FCSazm
https://yamanashiprefgov-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/fukasawa-bwcd_pref_yamanashi_lg_jp/IQDHKTEcvxiHTIeEyhLZ2l37AVQh8IzUlQh5jVCSSTgl2Ik?e=gbV2yC
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かりにして自由に進められるよう YBPT が推奨するのが「わいＹボー
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をご覧いただきたいのですが、わいＹボードはパネルシアターで用い
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びにその理由を出し合う場面、４コマ目はではどうするのか良いかみ
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【手順 6】
手順５で情報が集まった後、各グループで 4 場面（場面 1～ 4）をど
う構成するか意見交換（付録のワークシートに記入）

困りごとやニーズに応じて、各園で柔軟にアレンジして作り上げてい

くという特徴をもっています。制作においてプロセスを重視し、制作

過程で多文化保育の課題発見や相互理解と尊重の態度を育成します。

また、期待される社会への貢献としては、多様なニーズに応じた支援

ツールの開発により、すべての乳幼児にとって安心・安全な保育環境

の促進が期待されます。さらに、当事者参加型・対話的アプローチに
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【手順 8】
各グループが「絵人形」を貼りながら発表する。

【手順 9】（手順 8の発表後余力があれば）
各グループの発表内容について、発表を見た人の意見や感想をどんど
ん「絵人形」にして追加で貼る。

図 1　お弁当がテーマの「絵人形」例（イラスト版）
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本ガイドブックを手にされた方は「わいＹボード」って何？とまず

思われたのではないかと思います。「わいＹボード」とは、「パネルシ

アターで使用する P ペーパーを使った、対話・プロセス重視のワーク

ショップ支援ツール」で、保育者、行政（山梨県総合県民支援局 男

女共同参画・多様性推進課）と研究者（多文化教育・保育／美術表現・

造形教育／栄養学・食育／あそび・保育環境、保育方法）が現職の保

育者等の知見も得ながら協働して考え出したものです。なお、パネル

シアターではＰペーパーで作成しパネルボードに貼り付けるものを

「絵人形」といいます。

「わいＹボード研修」に興味をおもちの山梨県内の保育施設には、

本ガイドブック、パネルシアターボード 1 枚、Ｐペーパー 8 枚が山梨

県の担当部署より配布されます。これらを活用して、まず、「わいＹボー

ド研修」を始めてみてください。そして、あなたの園に合った展開を

試行錯誤していただきたいと願っています。参加者としては、園の管

理職の皆様、保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園保育教諭等）

の皆様、保護者の皆様、幼児の皆様等を想定しています。イラストの

苦手な方には画像生成 AI の活用方法についても説明いたします。

まず大切なのは「多文化共生保育」をどう捉えるか、ということです。

山梨県では、乳幼児期から国籍や民族等の違いに触れ、互いに尊重す

る心を育てていくため、保育所等における保育士等の多文化共生への

理解促進、保育士等多文化共生ネットワークの構築、及び通訳等の派

遣により、「やまなし国際保育推進事業」が実施されています。保育

士等の多文化共生への理解促進の一貫として 2024（令和 6）年度及

び 2025（令和 7）年度に「山梨県国際保育推進研修」が行われました。

当初、2025（令和 7）年度の研修は「国際保育を推進する絵本づくり」

を目指してスタートする予定でした。前年度第４回の研修で絵本のテー

マを検討した結果、次に挙げる①②③の３つに内容が絞られ、受講者

の皆さんによる協議の結果③が選ばれました。

①「食」：外国につながりのある保護者・乳幼児向け。食に関する違い
やマナーについて実際に困った例などを取り上げる

②「日本の保育施設（以下、園と表記）の紹介」：外国につながりのあ
る保護者向け。入園を希望する乳幼児の保護者に、園での一日の過
ごし方や保育理念などについて、わかりやすく紹介する

③「多文化への気づき」：保育者向け。保育者自身が、違いを知ること、
柔軟になる必要性を感じるような内容にする

「多文化への気づき」のために、山梨県国際保育推進研修の講師陣

及び山梨県担当者で構成される山梨県「わいＹボード」研修推進プロ

ジェクトチーム（以下、YBPT）は、多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能

力」が重要だと考えています。

まず、「知識」について 3 点挙げたいと思います。第 1 は「社会は

変化している」という知識です。AI に代表される Society5.0（人間中

心の社会／「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転換）や、社会

やビジネスにとって未来の予測が難しくなる状況（VUCA）を生き抜

いていく乳幼児が､ 人生 100 年時代をどう過ごしていくかという観点

から、知識注入型ではなく、これからは、状況に応じた柔軟な姿勢が

求められているという認識です。第 2は「多様な文化についての知識」

です。様々な人々が生活しているこの地球上の様々なことば、ことば

の背景、子育ての考え方・方法、習俗、習慣等について、敬意をもっ

て理解することです。また、国境を越えた移動や国際結婚等、現代は「日

本人」「外国人」と、もはや二項対立では捉えられないということが「見

える」時代であるという認識も必要となります。第 3 は「多様な文化

と出会うことにより文化は豊穣化する」という認識をもつことこそ重

要であるという知識です。「異文化間教育の研究として多くの蓄積が

ある海外・帰国子女教育の実践をみると、『同化』『統合』、そして『共生』

の流れを読み取れる」（佐藤郡衛、1999、p.19）と整理する佐藤氏は、「同

化」を A（マジョリティの文化）＋B（異質な文化）→A、「統合」を A

＋B→A＋B、「共生」を A＋B→C と説明し、「共生」を「文化的異質

性を相互豊穣化の契機にするものであり、異質との共存をはかるため

に、マジョリティの文化そのものが変容する A＋B→C」とその重要性

を指摘しています。多様な乳幼児や保護者にとって居心地のよい園は

どの子・保護者にとっても居心地のよい園です。A＋B→C の C とい

う新しい文化の生成、文化の豊穣化が重要であるということが異文化

間教育で課題となっているということを「知識」としてお持ちいただ

きたいのです。

次に「感性」についてですが、多文化共生保育では、ある事象に出会っ

た際、その事象の理解をひとつに固定せずに、ああかもしれない、こ

うかもしれない、といかに柔軟に物事を捉えることができるか、そし

て、様々な事象を肯定的に受け止めることのできる感性が重要です。

考えることを果てしなく楽しめる発想絵本『りんごかもしれない』（ヨ

シタケシンスケ、2013、ブロンズ新社）の「○○かもしれないの世界」

や、『ええやんそのままで』（トッド・パール、2008、エルくらぶ）

のどんな人も肯定し、多様性を認め合うことの大切さに触れると、多

文化共生保育で育みたい感性を実感していただけると思います。

さてここで「知識」と「感性」を具体化する「能力」について考え

てみましょう。それは、私が所属する園ではこのようなきまりがある

のはこういう理由からだ、自分がこうしたり、こう考えたりするのは

このような理由からだ、日本で靴を脱いで家の中に入るのはこの様な

理由から、このような歴史があるからだ等、異なる生活様式をもつ人々

に自分がなぜそうしているのか客観的に説明することができる能力で

す。すなわち、自文化を主観からのみで捉えるのではなく、相対化し、

言語化してそれを他者に伝える能力が大切となってきます。と同時に、

あなたがそうするのは○○だからですね、と共感的に受容する、そし

て、あなたのやり方と私のやり方は同じではない、ではどうしましょ

うか、と相互に敬意をもちながら調整していく能力が必要となります。

多文化共生をテーマにした絵本の制作の検討を進める中で、絵本は

物語の構成や結末が固定されやすく、作り手の価値観が一方向的にな

りがちという懸念がありました。また、多様な視点を交わす「対話の

余白」や、当事者の声を柔軟に取り入れることが難しいという課題も

浮かび上がりました。

そこで、「読む・聞く」よりも「対話する・考え合う」プロセスを
重視することに重きを置きました。加えて、当事者のニーズに応じて
現場で柔軟にアレンジ・完成できる仕組みが、より実践的であると判
断しました。この考えをもとに、対話型支援ツール「わい Y ボード」

の構想は見えてきたのですが、その多文化共生保育支援ツールの愛称

をどうするか悩みました。ワイワイガヤガヤ意見交換をしながら研修

が進む中、「ワイワイボード」と一旦は決まりそうになったのですが、

多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。

さて、３．「わいＹボード研修」の進め方（1）全体的な進め方の【手

順７】での「絵人形」の作成ですが、制作時間がない、イラストを描

くのが苦手だという問題の解決策として、YBPT では画像生成 AI の活

用をご提案します。「このような場面を絵にしたい」と思った場面を

言葉で説明する（プロンプト）とコンピュータが学習済みのデータを

基に画像を生成してくれるというものです。

画像生成 AI には次のような種類があります（図 2参照）。

４．「わいＹボード研修」の進め方 (2) 画像生成 AI の活用

まず、ChatGPT、Gemini、Microsoft Copilot のいずれかをご自身の

パソコンかスマホにダウンロードしてください。次にプロンプトの入

力となりますが、どんな画像を作ってもらうかきちんと定義して伝え

る必要があります。詳細なほど精度が上がります。出来上がった画像

をチェックして、不自然なことや期待したのと異なる場合はさらに、

新たな指示を出して、ご自身が求める画像へと導いてください。

補足としての言葉での説明や、より細かなニュアンスが必要な場合

には手描きも「絵人形」も追加されるとよいでしょう。

図 2　生成 AI の種類

- 12 -



本ガイドブックを手にされた方は「わいＹボード」って何？とまず

思われたのではないかと思います。「わいＹボード」とは、「パネルシ
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シアターではＰペーパーで作成しパネルボードに貼り付けるものを

「絵人形」といいます。

「わいＹボード研修」に興味をおもちの山梨県内の保育施設には、

本ガイドブック、パネルシアターボード 1 枚、Ｐペーパー 8 枚が山梨

県の担当部署より配布されます。これらを活用して、まず、「わいＹボー

ド研修」を始めてみてください。そして、あなたの園に合った展開を

試行錯誤していただきたいと願っています。参加者としては、園の管

理職の皆様、保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園保育教諭等）

の皆様、保護者の皆様、幼児の皆様等を想定しています。イラストの

苦手な方には画像生成 AI の活用方法についても説明いたします。

まず大切なのは「多文化共生保育」をどう捉えるか、ということです。

山梨県では、乳幼児期から国籍や民族等の違いに触れ、互いに尊重す
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やマナーについて実際に困った例などを取り上げる
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多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。

わいＹボード研修は、人権尊重を基盤とし、多様な乳幼児や保護者

にとって居心地のよい園はどの子・保護者にとっても居心地のよい園、

という考え方をベースとするもので、あなたの園に外国とつながりの

ある乳幼児が在籍しているかいないかは問題ではありません。一人一

人の乳幼児や家庭にとってそれぞれが背景としている文化は多様で

す。A＋B→C の C という新しい文化の生成、文化の豊穣化が重要で、

ただ 1 つの正解があって、それに向かって答えをみつけていくもので

はありません。あなたの園の現状に合った「どうする？」を試行錯誤

していただきたいと考えています。あなたのご家族が異なる文化で生

活するとしたら、どう対応してもらうとうれしいか、と考えて展開し

てみるのも効果的でしょう。

「わいＹボード研修」で気をつけていただきたいのは、自分の意見
を自由に出すことができる雰囲気が準備されているということです。
「ここは日本なのだから」「郷に入れば郷に従え」と安易に A＋B→A（同

化）を求めるようなマジョリティからの見えないプレッシャーがあっ

たり、研修の場において力関係が働き参加者が対等の関係でなかった

り、「評価する」「評価される」という関係であると、YBPT の求める

研修とは遠ざかってしまいます。

しかし、失敗は恐れないでください。「相手の立場を尊重する」と

いう意識さえ大切にされていれば、初回の研修で多少うまくいかない

ことがあっても、回数を重ねる中で多文化共生に近づいていくと考え

ています。最初に述べたように、「わいＹボード」とは、「パネルシアター

で使用する P ペーパーを使った、対話・プロセス重視のワークショッ

プ支援ツール」なのですから。

５．むすびに：「わいＹボード研修」で大切なこと
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本ガイドブックを手にされた方は「わいＹボード」って何？とまず

思われたのではないかと思います。「わいＹボード」とは、「パネルシ

アターで使用する P ペーパーを使った、対話・プロセス重視のワーク

ショップ支援ツール」で、保育者、行政（山梨県総合県民支援局 男

女共同参画・多様性推進課）と研究者（多文化教育・保育／美術表現・

造形教育／栄養学・食育／あそび・保育環境、保育方法）が現職の保

育者等の知見も得ながら協働して考え出したものです。なお、パネル

シアターではＰペーパーで作成しパネルボードに貼り付けるものを

「絵人形」といいます。

「わいＹボード研修」に興味をおもちの山梨県内の保育施設には、

本ガイドブック、パネルシアターボード 1 枚、Ｐペーパー 8 枚が山梨

県の担当部署より配布されます。これらを活用して、まず、「わいＹボー

ド研修」を始めてみてください。そして、あなたの園に合った展開を

試行錯誤していただきたいと願っています。参加者としては、園の管

理職の皆様、保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園保育教諭等）

の皆様、保護者の皆様、幼児の皆様等を想定しています。イラストの

苦手な方には画像生成 AI の活用方法についても説明いたします。

まず大切なのは「多文化共生保育」をどう捉えるか、ということです。

山梨県では、乳幼児期から国籍や民族等の違いに触れ、互いに尊重す

る心を育てていくため、保育所等における保育士等の多文化共生への

理解促進、保育士等多文化共生ネットワークの構築、及び通訳等の派

遣により、「やまなし国際保育推進事業」が実施されています。保育

士等の多文化共生への理解促進の一貫として 2024（令和 6）年度及

び 2025（令和 7）年度に「山梨県国際保育推進研修」が行われました。

当初、2025（令和 7）年度の研修は「国際保育を推進する絵本づくり」

を目指してスタートする予定でした。前年度第４回の研修で絵本のテー

マを検討した結果、次に挙げる①②③の３つに内容が絞られ、受講者

の皆さんによる協議の結果③が選ばれました。

①「食」：外国につながりのある保護者・乳幼児向け。食に関する違い
やマナーについて実際に困った例などを取り上げる

②「日本の保育施設（以下、園と表記）の紹介」：外国につながりのあ
る保護者向け。入園を希望する乳幼児の保護者に、園での一日の過
ごし方や保育理念などについて、わかりやすく紹介する

③「多文化への気づき」：保育者向け。保育者自身が、違いを知ること、
柔軟になる必要性を感じるような内容にする

「多文化への気づき」のために、山梨県国際保育推進研修の講師陣

及び山梨県担当者で構成される山梨県「わいＹボード」研修推進プロ

ジェクトチーム（以下、YBPT）は、多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能

力」が重要だと考えています。

まず、「知識」について 3 点挙げたいと思います。第 1 は「社会は

変化している」という知識です。AI に代表される Society5.0（人間中

心の社会／「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転換）や、社会

やビジネスにとって未来の予測が難しくなる状況（VUCA）を生き抜

いていく乳幼児が､ 人生 100 年時代をどう過ごしていくかという観点

から、知識注入型ではなく、これからは、状況に応じた柔軟な姿勢が

求められているという認識です。第 2は「多様な文化についての知識」

です。様々な人々が生活しているこの地球上の様々なことば、ことば

の背景、子育ての考え方・方法、習俗、習慣等について、敬意をもっ

て理解することです。また、国境を越えた移動や国際結婚等、現代は「日

本人」「外国人」と、もはや二項対立では捉えられないということが「見

える」時代であるという認識も必要となります。第 3 は「多様な文化

と出会うことにより文化は豊穣化する」という認識をもつことこそ重

要であるという知識です。「異文化間教育の研究として多くの蓄積が

ある海外・帰国子女教育の実践をみると、『同化』『統合』、そして『共生』

の流れを読み取れる」（佐藤郡衛、1999、p.19）と整理する佐藤氏は、「同

化」を A（マジョリティの文化）＋B（異質な文化）→A、「統合」を A

＋B→A＋B、「共生」を A＋B→C と説明し、「共生」を「文化的異質

性を相互豊穣化の契機にするものであり、異質との共存をはかるため

に、マジョリティの文化そのものが変容する A＋B→C」とその重要性

を指摘しています。多様な乳幼児や保護者にとって居心地のよい園は

どの子・保護者にとっても居心地のよい園です。A＋B→C の C とい

う新しい文化の生成、文化の豊穣化が重要であるということが異文化

間教育で課題となっているということを「知識」としてお持ちいただ

きたいのです。

次に「感性」についてですが、多文化共生保育では、ある事象に出会っ

た際、その事象の理解をひとつに固定せずに、ああかもしれない、こ

うかもしれない、といかに柔軟に物事を捉えることができるか、そし

て、様々な事象を肯定的に受け止めることのできる感性が重要です。

考えることを果てしなく楽しめる発想絵本『りんごかもしれない』（ヨ

シタケシンスケ、2013、ブロンズ新社）の「○○かもしれないの世界」

や、『ええやんそのままで』（トッド・パール、2008、エルくらぶ）

のどんな人も肯定し、多様性を認め合うことの大切さに触れると、多

文化共生保育で育みたい感性を実感していただけると思います。

さてここで「知識」と「感性」を具体化する「能力」について考え

てみましょう。それは、私が所属する園ではこのようなきまりがある

のはこういう理由からだ、自分がこうしたり、こう考えたりするのは

このような理由からだ、日本で靴を脱いで家の中に入るのはこの様な

理由から、このような歴史があるからだ等、異なる生活様式をもつ人々

に自分がなぜそうしているのか客観的に説明することができる能力で

す。すなわち、自文化を主観からのみで捉えるのではなく、相対化し、

言語化してそれを他者に伝える能力が大切となってきます。と同時に、

あなたがそうするのは○○だからですね、と共感的に受容する、そし

て、あなたのやり方と私のやり方は同じではない、ではどうしましょ

うか、と相互に敬意をもちながら調整していく能力が必要となります。

多文化共生をテーマにした絵本の制作の検討を進める中で、絵本は

物語の構成や結末が固定されやすく、作り手の価値観が一方向的にな

りがちという懸念がありました。また、多様な視点を交わす「対話の

余白」や、当事者の声を柔軟に取り入れることが難しいという課題も

浮かび上がりました。

そこで、「読む・聞く」よりも「対話する・考え合う」プロセスを
重視することに重きを置きました。加えて、当事者のニーズに応じて
現場で柔軟にアレンジ・完成できる仕組みが、より実践的であると判
断しました。この考えをもとに、対話型支援ツール「わい Y ボード」

の構想は見えてきたのですが、その多文化共生保育支援ツールの愛称

をどうするか悩みました。ワイワイガヤガヤ意見交換をしながら研修

が進む中、「ワイワイボード」と一旦は決まりそうになったのですが、

多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。

この「わいＹボード」が大いに活用され、お互いの研修成果の情報

が共有されることを期待し、そして、研修後は、未来からの留学生で

あるどの乳幼児もどの保護者もどの保育者も多文化共生社会の構成員

であることが自覚できる、そんな強い願いをもって、皆さんのお手元

にこの「わいＹボード」をお届けいたします。

＜引用文献＞

・佐藤郡衛（1999）『新訂　国際化と教育：日本の異文化間教育

を考える』（放送大学教材　52511-1-9911）、放送大学教育振

興会

※　「わいＹボード」は広く皆さんにお使いいただきたいと願っ

ています。本ガイドブックの本文の一部または全部を他のウェ

ブサイトや印刷物に転載する場合は必ず出典を明らかにしてく
ださい。
また、少人数（2 人以上）で行う等、ニーズに合わせた気軽な

ご活用も工夫してみてください。
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本ガイドブックを手にされた方は「わいＹボード」って何？とまず

思われたのではないかと思います。「わいＹボード」とは、「パネルシ

アターで使用する P ペーパーを使った、対話・プロセス重視のワーク

ショップ支援ツール」で、保育者、行政（山梨県総合県民支援局 男

女共同参画・多様性推進課）と研究者（多文化教育・保育／美術表現・

造形教育／栄養学・食育／あそび・保育環境、保育方法）が現職の保

育者等の知見も得ながら協働して考え出したものです。なお、パネル

シアターではＰペーパーで作成しパネルボードに貼り付けるものを

「絵人形」といいます。

「わいＹボード研修」に興味をおもちの山梨県内の保育施設には、

本ガイドブック、パネルシアターボード 1 枚、Ｐペーパー 8 枚が山梨

県の担当部署より配布されます。これらを活用して、まず、「わいＹボー

ド研修」を始めてみてください。そして、あなたの園に合った展開を

試行錯誤していただきたいと願っています。参加者としては、園の管

理職の皆様、保育者（保育士、幼稚園教諭、認定こども園保育教諭等）

の皆様、保護者の皆様、幼児の皆様等を想定しています。イラストの

苦手な方には画像生成 AI の活用方法についても説明いたします。

まず大切なのは「多文化共生保育」をどう捉えるか、ということです。

山梨県では、乳幼児期から国籍や民族等の違いに触れ、互いに尊重す

る心を育てていくため、保育所等における保育士等の多文化共生への

理解促進、保育士等多文化共生ネットワークの構築、及び通訳等の派

遣により、「やまなし国際保育推進事業」が実施されています。保育

士等の多文化共生への理解促進の一貫として 2024（令和 6）年度及

び 2025（令和 7）年度に「山梨県国際保育推進研修」が行われました。

当初、2025（令和 7）年度の研修は「国際保育を推進する絵本づくり」

を目指してスタートする予定でした。前年度第４回の研修で絵本のテー

マを検討した結果、次に挙げる①②③の３つに内容が絞られ、受講者

の皆さんによる協議の結果③が選ばれました。

①「食」：外国につながりのある保護者・乳幼児向け。食に関する違い
やマナーについて実際に困った例などを取り上げる

②「日本の保育施設（以下、園と表記）の紹介」：外国につながりのあ
る保護者向け。入園を希望する乳幼児の保護者に、園での一日の過
ごし方や保育理念などについて、わかりやすく紹介する

③「多文化への気づき」：保育者向け。保育者自身が、違いを知ること、
柔軟になる必要性を感じるような内容にする

「多文化への気づき」のために、山梨県国際保育推進研修の講師陣

及び山梨県担当者で構成される山梨県「わいＹボード」研修推進プロ

ジェクトチーム（以下、YBPT）は、多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能

力」が重要だと考えています。

まず、「知識」について 3 点挙げたいと思います。第 1 は「社会は

変化している」という知識です。AI に代表される Society5.0（人間中

心の社会／「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転換）や、社会

やビジネスにとって未来の予測が難しくなる状況（VUCA）を生き抜

いていく乳幼児が､ 人生 100 年時代をどう過ごしていくかという観点

から、知識注入型ではなく、これからは、状況に応じた柔軟な姿勢が

求められているという認識です。第 2は「多様な文化についての知識」

です。様々な人々が生活しているこの地球上の様々なことば、ことば

の背景、子育ての考え方・方法、習俗、習慣等について、敬意をもっ

て理解することです。また、国境を越えた移動や国際結婚等、現代は「日

本人」「外国人」と、もはや二項対立では捉えられないということが「見

える」時代であるという認識も必要となります。第 3 は「多様な文化

と出会うことにより文化は豊穣化する」という認識をもつことこそ重

要であるという知識です。「異文化間教育の研究として多くの蓄積が

ある海外・帰国子女教育の実践をみると、『同化』『統合』、そして『共生』

の流れを読み取れる」（佐藤郡衛、1999、p.19）と整理する佐藤氏は、「同

化」を A（マジョリティの文化）＋B（異質な文化）→A、「統合」を A

＋B→A＋B、「共生」を A＋B→C と説明し、「共生」を「文化的異質

性を相互豊穣化の契機にするものであり、異質との共存をはかるため

に、マジョリティの文化そのものが変容する A＋B→C」とその重要性

を指摘しています。多様な乳幼児や保護者にとって居心地のよい園は

どの子・保護者にとっても居心地のよい園です。A＋B→C の C とい

う新しい文化の生成、文化の豊穣化が重要であるということが異文化

間教育で課題となっているということを「知識」としてお持ちいただ

きたいのです。

次に「感性」についてですが、多文化共生保育では、ある事象に出会っ

た際、その事象の理解をひとつに固定せずに、ああかもしれない、こ

うかもしれない、といかに柔軟に物事を捉えることができるか、そし

て、様々な事象を肯定的に受け止めることのできる感性が重要です。

考えることを果てしなく楽しめる発想絵本『りんごかもしれない』（ヨ

シタケシンスケ、2013、ブロンズ新社）の「○○かもしれないの世界」

や、『ええやんそのままで』（トッド・パール、2008、エルくらぶ）

のどんな人も肯定し、多様性を認め合うことの大切さに触れると、多

文化共生保育で育みたい感性を実感していただけると思います。

さてここで「知識」と「感性」を具体化する「能力」について考え

てみましょう。それは、私が所属する園ではこのようなきまりがある

のはこういう理由からだ、自分がこうしたり、こう考えたりするのは

このような理由からだ、日本で靴を脱いで家の中に入るのはこの様な

理由から、このような歴史があるからだ等、異なる生活様式をもつ人々

に自分がなぜそうしているのか客観的に説明することができる能力で

す。すなわち、自文化を主観からのみで捉えるのではなく、相対化し、

言語化してそれを他者に伝える能力が大切となってきます。と同時に、

あなたがそうするのは○○だからですね、と共感的に受容する、そし

て、あなたのやり方と私のやり方は同じではない、ではどうしましょ

うか、と相互に敬意をもちながら調整していく能力が必要となります。

多文化共生をテーマにした絵本の制作の検討を進める中で、絵本は

物語の構成や結末が固定されやすく、作り手の価値観が一方向的にな

りがちという懸念がありました。また、多様な視点を交わす「対話の

余白」や、当事者の声を柔軟に取り入れることが難しいという課題も

浮かび上がりました。

そこで、「読む・聞く」よりも「対話する・考え合う」プロセスを
重視することに重きを置きました。加えて、当事者のニーズに応じて
現場で柔軟にアレンジ・完成できる仕組みが、より実践的であると判
断しました。この考えをもとに、対話型支援ツール「わい Y ボード」

の構想は見えてきたのですが、その多文化共生保育支援ツールの愛称

をどうするか悩みました。ワイワイガヤガヤ意見交換をしながら研修

が進む中、「ワイワイボード」と一旦は決まりそうになったのですが、

多様性を意識するなら「ワイワイ」と片仮名表記を重ねるより、平仮

名表記の「わい」とアルファベットの「Ｙ」でいこう、という案が出て「わ

いＹボード」という愛称が産声を上げました。「Ｙ」は山梨県の「Ｙ」、

そして研修の拠点となった山梨県立大学（YPU）の「Ｙ」でもあります。

さあ、それでは多文化共生保育の「知識」、「感性」、「能力」を意識

しながら、「わいＹボード研修」の世界の扉を開けてみましょう。

＜付記＞　AI と著作権に関するチェックリスト＆ガイダンス

ご参考のため、著作権について文化庁のサイトを図３・４として紹

介いたします。

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/seis

aku/r06_02/pdf/94089701_05.pdf　（2026 年 2月 3日参照）
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図３　文化庁Web情報（1枚目のスライド）

図４　文化庁Web情報概要
※文化庁Web情報に基づき AI を使用して YBPT が作成
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＜付録１＞　ワークシート
右のQRコードまたは　　　から取得してください
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